
エンジニアが解説します。
当日どの機械が動くかはお楽しみ。

毎年 5 月 18 日、世界の博物館では国際博物館の日を記念し、前後の
期間に博物館の社会的役割を広く知ってもらうためのイベントを行います。
東京農工大学科学博物館では記念イベントを開催します。

博物館でワタを栽培中！
X（エックス）で発信中
＃ワタを育てて機械を動かそう

協力：繊維技術研究会

2026 年国際博物館の日テーマ
“Museums Uniting a Divided World”
「分断された世界をつなぐ博物館」

5月24日　　13：00～15：30日

企画展
「シルクが切り開く未来展」

友の会ワークショップ
「繭からできる様々な糸」

カイコの観察を通して遺伝の仕組みを学びます。

① １０:３０～１１:００　
② １４:００～１４:３０

会場：１F企画展示室

https://www.j-muse.or.jp/project/international-museum/

繭からどのような糸ができるのか
実際に触れて体験してみよう。

１3:００～１5:３０

※会場で整理券を配布予定

協力：KARAKURI ONE

協力：農学部蚕学研究室

※自分で桑の葉を確保できる人はカイコの飼育にチャレンジできます。  
    カイコを入れる容器をお持ちください。

① 12:30～ ② 13:30～ 
③ 14:30～ ④ 15:30～

協力：musset

会場：２F実演展示室
協力：博物館友の会絹サークル

2026 年

ギャラリートーク　 
展示室入口集合

展示室を巡りながら見どころや
研究の最先端を解説いたします。

ガラ紡はどうやって綿から糸にしているのかな？
機械の仕組みを解説します。

蚕学研究室からカイコがやってきます。

生産物を通して農学部の
実習をみてみよう
会場：博物館前駐車場

農場製品の販売

13:00～ 13:30　

公式X（エックス）にて
博物館情報発信中！

公式HP公式X


